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資料 



 

学習⽤パソコンの利活⽤に関する教務主任への聞取り 
 

 

学校での学習用パソコンの利活用状況等の確認のため、県立高校（全日制）の全 36 校の教務主

任に対し、以下の項目について聞取りを行った。 

(1) 教務主任への聞取りの概要                                      

 

① 内   容    各学校を訪問し、学校における学習用パソコンの利活用状況について聞取り 

② 対 象 者    県立高校（全日制）の全 36校の教務主任（36 人） 

③ 実施時期    平成 29 年 5月 

 

(2) 学習⽤パソコンの利⽤状況                                        

  約 7 割の学校で、授業で学習用パソコンを「よく使っている」又は「まあまあ使って
いる」と感じている。 

  授業において学習用パソコンを「使っている」とした学校での使用割合は、「よく使
っている」が平均 5.3 割、「まあまあ使っている」が平均 3.4 割程度という結果であっ
たことから、3 割以上の授業で使っていれば、教務主任は授業で学習用パソコンを使っ
ていると感じていることが分かった。 

  「よく使っている」「まあまあ使っている」「あまり使っていない」「ほとんど使って
いない」の回答を平均すると、教務主任は、学習用パソコンを授業で 3.4割程度使っ
ていると感じている。 

  一方で、約 3割の学校で、授業において学習用パソコンを「あまり使っていない」又
は「ほとんど使っていない」と感じており、これらの学校での使用割合については、「あ
まり使っていない」が平均 2.1 割、「ほとんど使っていない」が平均 1.0 割程度の使用
である。 

  また、約 3割の学校では、授業での学習用パソコンの普段使いを「あまり使っていな
い」又は「ほとんど使っていない」と感じており、生徒による自主的な辞書利用等がな
い。 

 

POINT  7 割程度の学校で、授業で学習用パソコンを「使っている」「まあまあ使っている」と

感じており、その利活用状況は授業の 3割～5割程度である。 

また、3 割程度の学校で、授業で学習用パソコンを「あまり使っていない」「使ってい

ない」と感じており、その利活用状況は、授業の 1～2割程度である。 

総じて、授業の 3割半程度において学習用パソコンを使っていると感じている。 
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(3) 学習⽤パソコンの授業以外での利⽤場⾯                              

  学習⽤パソコンの授業以外での利活⽤例 

復習教材の活⽤状況
 

○ 使⽤教材の状況 
・ 総合復習教材採⽤校（15 校） 
・ ドリル復習教材採⽤校（3 校） 

○ 利活⽤場⾯と頻度 
・ 朝の学び直しの時間（週に 2 5 回） 
・ 各授業（適宜 ほぼ毎⽇どれかの授業で利活⽤） 
・ 放課後等の自主学習 

○教師の声 
・ 進路指導部や教務部の計画に従って全校的に取り組んでいる。 
・ 生徒は黙々と取り組んでいる。 

○生徒の声 
・ 手軽に取り組める。 
・ やりたい内容を自分で選べる。 
・ 自分のペースで取り組める。 

部活動での利活⽤例 
（教員や部員からの 

聞取り） 

○美術部   デッサンを学習⽤ PC で撮影し、先生からの指導内容を、その場で
PC 上の写真に直接書き込み、保存、共有している。 

○科学部   学習⽤ PC を⽤いて人工衛星打ち上げのシュミレーションプログラミン
グに取り組んでいる。 

○サッカー部   試合のときに相手チームの動きを学習⽤PCで動画撮影し、戦略
を練っている。 

○バスケット部   自分のシュートフォームなどを学習⽤PC でチームメイトに動画撮
影してもらったものを⾒返し、お互いにチェックし合っている。 

○なぎなた部   試合形式の練習風景を学習⽤PCで動画撮影し、技術の向上
に役⽴てている。 

 

  約 8 割の学校で、「総合的な学習の時間」で学習用パソコンが利活用されており、「総
合的な学習の時間」は、ほとんどの学校で、「全校一斉同じ時間帯」又は「学年ごと同
じ時間帯」に設定されている。 

  約 5 割の学校で「朝の時間」に復習教材やコミュニケーション活動等で学習用パソコ
ンを利活用、約 3 割の学校で「放課後の自主学習」（教室等での居残り学習）で利活用
されており、授業以外での学習用パソコンの利活用の幅に広がりが見られる。 

  授業内容の復習や、中学校までの学習内容の学び直し等、生徒の個々の状況に応じた利
活用に取り組まれており、学習内容の定着、学習習慣の向上に寄与している。 

  授業以外でも、約 8 割の学校において「部活動」での利活用がなされている等、生徒が
学習用パソコン等の効果的な利活用方法を見出し利活用を行っており、生徒の情報活用能
力の向上に寄与している。 
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POINT  8 割程度の学校で「総合的な学習」で利活用されており、「朝の時間」や「放課後等の自

主学習」でも多くの学校が利活用されている。 

復習や学び直し等、生徒の個々の状況に応じた利活用に取り組まれており、学習内容の

定着、学習習慣の向上に寄与している。 

授業以外でも、多くの学校で「部活動」で利活用される等、生徒が学習用パソコンの効

果的な利活用方法を見出し利活用を行っており、情報活用能力の向上に寄与している。 

 

( 参考 )     誇  思 教育推進事業   学習⽤     活⽤  学習活動       

「さがを誇りに思う教育推進事業」では、平成 29年度から各学校年間 4時間以上の学習を実施

することとされているが、各学校では総合的な学習の時間を中心に実施を計画されており、学習用

パソコンの活用が計画されている学校が多い。 

 

      誇  思 教育推進事業   学習⽤    活⽤状況（H29） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 学習⽤     評価                                             

  約 9 割の教務主任が、教員から見て生徒にとっての学習用パソコンは「よい」、「どち
らかと言えばよい」と評価しており、総合計画 2015 の指標である「生徒の満足度」が
81.8％（H28）であるのと同じく高い評価となっている。 

  また、約 8割の教務主任が、教員にとっての学習用パソコンは「よい」、「どちらかと
言えばよい」と評価しており、教員からみても現在の学習用パソコンは一定程度評価さ
れている。 

学習⽤     活⽤  学習活動例（各学校作成 指
導計画より） 

●  佐賀語   内容 切 ⼝       学  深   
めに、調べ学習で活⽤したり、レポートにまとめたりする。 

●      再発⾒  銘打  活動     地元 伝統
や偉人について調べ、プレゼンテーションの形で発表する。 

● 生徒各自 佐賀 魅⼒ 伝統⽂化 歴史      
調           資料 作成       学年 
発表し、相互評価をする。 

● 現地研修や講演会に向けた事前学習で、調べ学習の
際に活⽤する。 

● 学習活動後、授業支援ソフトを使って作成した佐賀の
歴史を問う校内検定（多岐選択式）に、学習⽤パソコ
ンを使って取り組む。 

各学校で、生徒の一人 1 台の学習⽤パソコンを前提とした 
学習を計画されている。 

回答数 36 校

活⽤して
いる

47%

活⽤して
いない
53%
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POINT  約 8割以上の教務主任は、生徒にとっても教員にとっても学習用パソコンを「よい」
と評価している。 

 

(5) 学習⽤パソコンの効果                                           

  約 9 割の教務主任が「情報活用能力の体得」、同じく約 9 割の教務主任が「プレゼン
能力の向上」の効果があると考えている。 

  また、約 8割の教務主任が「個に応じた教育の実現」の効果があると考えている。 

  ICT 利活用について「狭義の学力の向上」に効果があるとした教務主任は約 2 割と少
なく、「情報活用能力の体得」「プレゼン能力の向上」等、広義の学力の向上に効果を見
出している。 

POINT  学習用パソコンの効果として、ほとんどの教員は、「情報活用能力の体得」、「プレゼン能

力の向上」、「個に応じた教育の実現」と考えている一方で、「狭義の学力の向上」と考えて

いる教務主任は少ない。 

 

(6) まとめ                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜ 学習⽤パソコンの利活⽤に関する教務主任への聞取り結果 まとめ＞ 

● 7 割程度の学校で、授業で学習⽤パソコンを「よく使っている」「まあまあ使っている」と感じており、
その利活⽤状況は、授業の３割 5 割程度である。 

● 3 割程度の学校で、授業で学習⽤パソコンを「あまり使っていない」と感じており、その利活⽤状
況は、授業の 1 2 割の利活⽤である。 

● 総じて、授業の 3 割半程度において学習⽤パソコンを使っていると感じている。 

● 授業以外でも、8 割程度の学校で「総合的な学習」で利活⽤されているのをはじめ、「朝の時
間」や「放課後等の自主学習」でも多くの学校が利活⽤している。 

● 復習や学び直し等、生徒の個々の状況に応じた利活⽤に取り組まれており、学習内容の定
着、学習習慣の向上に寄与している。 

● 授業以外でも、多くの学校で「部活動」で利活⽤される等、生徒が学習⽤パソコンの効果的な
利活⽤⽅法を⾒出し利活⽤を⾏っており、情報活⽤能⼒の向上に寄与している。 

● 約８割以上の教務主任は生徒にとっても教員にとっても学習⽤パソコンを「よい」と評価。 

● 学習⽤パソコンの効果として、ほとんどの教務主任は、「情報活⽤能⼒の体得」、「プレゼン能⼒
の向上」、「個に応じた教育の実現」と考えている。⼀⽅で、「狭義の学⼒の向上」と考えている教
務主任は少ない。 

平成29年度第1回（第14回）佐賀県ICT利活⽤教育の推進に関する事業改善検討委員会

Copyright 2017 Saga Prefecture.All Rights Reserved.
- 4 -



 

学習⽤パソコンの利活⽤に関する教科主任等への聞取り 
 

 

科目ごとの活用状況の確認を行うため、県立高校（全日制）の全 36 校の教科主任等（36 校×5

教科※=180 人）に対しても学習用パソコンの利活用状況等に関する聞き取りを行った。 

※ 5教科：国語、社会、数学、理科、英語 

(1) 教科主任への聞取りの概要                                      
 
① 内   容    各学校を訪問し、学校の各教科ごとの学習用パソコンの利活用状況について聞

取り 

② 対 象 者    県立高校（全日制）の全 36校の 5教科の教務主任（180 人）。訪問時に教科主
任の対応が難しい場合は同教科の他の教員。 

③ 実施時期    平成 29 年 6月 

 

(2) 学習⽤パソコンの利⽤状況（全体）                                  

  約 5 割の教科主任等が、授業で学習用パソコンを「よく使っている」、「まあまあ使っ
ている」と感じている。 

  授業において学習用パソコンを「使っている」の使用割合は、「よく使っている」が
平均 6.1 割、「まあまあ使っている」が平均 3.8 割程度という結果であったことから、
教務主任へのアンケートと同じく、4 割程度以上の授業で使っていれば、授業で学習用
パソコンを使っていると感じていることが分かった。 

  総じて、教科主任等は、学習用パソコンを約 3割の授業で使っていると感じている。 

 

POINT  5 割程度の学校で、授業で学習用パソコンを「使っている」「まあまあ使っている」と

感じており、その活用状況は授業の 4割～6割程度である。 

また、5割程度の学校で、授業で学習用パソコンを「あまり使っていない」「使ってい

ない」と感じており、その活用状況は、授業の 1割程度である。 

総じて、授業の 3割程度において学習用パソコンを使っていると感じている。 
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(3) 学習⽤パソコンの利⽤状況（教科別）                                 

 
POINT  英語では約 7割、理科では約 6割の教科主任等が使っていると感じているが、社会では

3割と、教科間で利用割合に差がある。 

( 参考 )  理科、英語における学習⽤パソコンの活⽤効果に関する教員の声             

授業において学習用パソコンを使っていると感じている教科主任等が多い英語、理科について、

次のような教員の活用効果の声が聞かれている。 

教科 学習⽤パソコンの活⽤効果 

英語 

○ 生徒の全商英語検定 合格率 向上（専門Ｑ高校 T 先生） 
【活⽤場⾯】 授業の導入時に自習アプリ全商英検の小テストを実施している。 
【活⽤効果】 生徒 意欲的 取 組       自宅  学習    様⼦。全商英語検定 合格率

が向上していると感じている。 

○ 生徒のスピーキングやリスニング練習に効果（普通 B 高校 I 先生） 
【活⽤場⾯】 学習⽤         接続  生徒 英語 ⾳声入⼒         練習 活⽤ 

ている。   週 ⼀度自宅  リスニングに取り組ませている。 
【活⽤効果】 スピーキングでは発⾳        ⾳声認識           英語を発⾳することに

生徒   意識 高     と感じる。またリスニングは、何回も聞き直せるところが、学習
⽤         良     自宅       練習 取組       。 

○ 生徒の情報活⽤能⼒ 向上（普通Ｏ高校Ｂ先生） 
【活⽤場⾯】 ワープロソフトを⽤いて、生徒にテスト問題を作成させている。 
【活⽤効果】 生徒   学習 目的意識 生  、授業にも積極的に取り組むようになったと感じている。

   ⾒栄 良 問題 作成     使⽤                 工夫 凝   
うになり、副次的な効果として生徒 情報活⽤能⼒ 向上    と感じている。 

理科 

○ 生徒各自のペースでの確認・考察が可能（普通 M 高校 M 先生) 
【活⽤場⾯】 理論 実験手順     説明資料 生徒の学習⽤パソコンに配信し、説明時や作業時

に必要に応じて再確認させている。 
【活⽤効果】 生徒 高度 内容 短時間 理解    ⼀度 理解      自分のペースで逐次確

認しながら取り組める   最終的     全員 ⼗分 理解 基   考察     
また、考察に充てる時間も生み出せるといった効果もあり、これだけの学習レベルは学習⽤パ
ソコンなしでは実現できない。 

○ 生徒の主体的な学習（調べ、まとめ、発表）に効果（専門Ｂ高校 I 先生） 
【活⽤場⾯】 学習⽤パソコンにワークシートを配信し、調べ学習でまとめた内容を発表させている。 
【活⽤効果】 発表させることで、生徒は主体的に学習に取り組む。調べ、まとめ、発表するという学習活動

は、学習⽤パソコンあればこそ     ⾏       と効果を実感している。 

○ 生徒の自主的な学習に欠かせない（普通Ｇ高校Ｙ先生） 
【活⽤場⾯】 科学部   先⾏研究 調査                 等  生徒 毎⽇自在 学

習⽤パソコンを活⽤している。 
【活⽤効果】 学習⽤パソコンは、科学部の活動において生徒の自主的な活動に欠かせないツールになって

いる。 

 
  英語における学習用パソコンの活用効果 
・ 全商英語検定の合格率が向上 
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・ スピーキングやリスニング練習に効果 
・ 情報活用能力が向上 
 

  理科における学習用パソコンの活用効果 
・ 各自のペースでの確認・考察が可能 
・ 主体的な学習（調べ、まとめ、発表）に効果 
・ 自主的な学習に欠かせない 

(4) 学習⽤パソコンの利⽤状況（学科別）                               

  学科ごとでは、授業で学習用パソコンを「よく使っている」、「まあまあ使っている」
と感じている教科主任等は、どの学科もほぼ同程度（4割～6割）となっている。 

  普通科と専門学科では、「よく使っている」「まあまあ使っている」と感じている 5教
科（国、社、数、理、英）の教科主任等の差はほとんどない。 

 
POINT  普通科と専門学科では、授業での学習用パソコンを使っていると感じている教科主任等

の割合に差はない。 

 

 (5) 学習⽤パソコンの効果的な活⽤方法                                   

  教科全体で見ると、「資料等の視聴」、「ワークシート」、「インターネット調べ学習」
が効果的な使い方と感じている。 

  教科ごとに見ると、教科によって効果的であると感じる使い方に違いがある。 

  国語 … 「辞書」、「資料等の視聴」、「ワークシート」 

  社会 … 「インターネット調べ学習」、「資料等の視聴」、「ワークシート」 

  数学 … 「解答解説の確認」、「デジタル教材の活用」、「資料等の視聴」 

  理科 … 「録音・動画作成」、「資料等の視聴」、「ワークシート」 

  英語 … 「辞書」、「録音・動画作成」、「プレゼン資料作成」 

  活用に関しての特徴的な意見 

 ・ 反復練習が容易なため、基礎力の定着に効果があった 

 ・ リアルにイメージできることで、生徒の関心・意欲を高めることができた 

 ・ 表現活動の幅に広がりができ、個性をより表現することができた 

 

 
POINT  学習用パソコンの効果的だと感じる使い方は、「資料等の視聴」、「ワークシート」、「イ

ンターネット調べ学習」等が多い。 
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( 参考 ) 教科ごとの学習⽤パソコン活⽤実例                               

平成 29 年度県立学校教育情報化推進リーダー研修（第１回、第 2回）で出された、教科ごとの

学習用パソコンの活用状況（活用教科が明記されているもののみを抽出）は次のとおり。 

教科 学習⽤     活⽤実例 

国語 

○ 小    ⾏  間違  多 問題 分析（普通 K） 
○ あるテーマについてグループで話し合い、PPT で発表（専門 P） 
○ 発表資料 発表原稿 作成（普通 C、専門 E） 
○ PPT での古⽂解釈（普通 E） 
○ 現代⽂解釈 映 際 ⾒    生徒        使⽤（普通 E） 
○ 古⽂の記述問題の回答の PPT   入⼒     話 合  発表（普通 K） 
○     協議  意⾒     電⼦⿊板 投影（専門Ｈ） 
○ 古典⽂法等のフラッシュカード（普通 B） 
○ デジタルノートでの⽂法事項のチェック（普通 J） 
○ 作⽂の構想を練る際にインターネットで情報収集（普通 N） 
○ 佐賀の七賢人等についての調べ学習（専門 E） 
○ アンケート（専門 O） 
○ 辞書活⽤（普通 P、普通 E、普通 L、専門Ｏ、普通 H、専門 S） 

社会 
(地理 歴史 

 公⺠) 

○ 新聞・ニュースをまとめたものを毎時間配布。調べ学習で新聞のデジタル版を活⽤（専門 R） 
○ 考      意⾒ 発表（普通 C） 
○ １問１答活⽤（普通 P） 
○ 遺跡 人物 ⾒  （専門 O） 
○ 時事ニュース等の調べ学習での活⽤（普通 J、普通 N、専門 E、専門 S、専門 A） 
○ 小テスト（専門 Q） 

数学 

○ デジタル教材の問題集演習、解答解説の確認（専門 G） 
○ デジタル教科書の投影（専門 R） 
○ 解答を写真で提出（普通 P） 
○ 生徒 解答     写 電⼦⿊板 投影（普通 H） 
○ 教材や解答を配信（普通 K、専門 M、普通 I、普通 C、専門 H） 
○ 課題、模試等の解説動画の配信（普通 B、普通 J） 
○ 震度表及 発展問題 配布（普通 C） 
○ グラフを書くときにグラフ作成ソフトを活⽤（専門 P、普通 K） 
○ 授業冒頭の小テスト実施（専門 K） 
○ PPT で自主教材の作成、配信（専門 E） 
○ PPT  使  展開 因数分解      暗算的      復習（専門 C） 
○ 表計算ソフトでアンケート分析、散布図作成（専門 S） 

理科 

○ 実験手順動画の提示、実験結果を動画記録、発表（普通Ｅ、普通 D、普通 M、普通 J、普通 K、
専門 G、専門 S、専門 F） 

○ 微生物の観察、記録（専門 E） 
○ プレゼンテーション作成、発表（専門 Q、専門 B） 
○ 発表練習 動画 ⾒返 （普通 E） 
○ 波 動画 作図動画 ⾒  （普通 M） 
○ 学習内容 関  動画 元 意⾒ 出 合 （専門 O） 
○ デジタルノート 活⽤（資料配布 回収     ）（専門 D） 
○ PPT を使った独自教材を使った学習（専門 D） 
○ PPT を使って知己の環境に関するパンフレットづくり（専門 L） 
○ 定期考査前の練習問題配布（専門 E） 
○ 定期テスト対策としてクイズ形式の授業（専門 L） 
○ 四択型自習アプリの活⽤（専門 K） 
○ インターネットでの調べ学習（普通 E） 
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英語 

○ リスニングで使⽤（普通 M、普通 P、専門 G、普通 D、普通 B、普通 K） 
○ ⾳声データの学習⽤ PC へ配信（普通 C） 
○ ⾳読録⾳・発⾳（普通 M、普通 P、専門 G、専門 D、専門 P、専門 H、専門 Q、普通 C、普通 J、

専門 E、専門 R、専門 C、専門 S） 
○ シャドーイングの実施（普通 K） 
○ 単語や熟語をフラッシュカード機能を⽤いて覚える（専門 G） 
○ デジタル教科書での単語練習(専門 O) 
○ プレゼンテーション作成、発表（普通 M、専門 C、普通 I、普通 A） 
○ 英語スピーチの動画作成（専門 Q） 
○ PPT      現⾏ 作成   電⼦⿊板 提示    発表（専門 S） 
○ 休⽇の⽇記を英語で話した動画を撮影し、提出（普通 M） 
○ グループインタビュー録⾳（普通 M） 
○ インターネットの翻訳サイトを使って英作⽂（専門 C） 
○ デジタルノートを使って聞き取った単語を書く練習（専門 C） 
○ 導入時に動画、写真提示し、生徒間の話し合いに活⽤（普通 K） 
○ 電⼦⿊板 投影  問題 学習⽤パソコンで生徒が回答（普通 O） 
○ 自己紹介動画へカメラアプリ活⽤(専門 E) 
○ 調 学習  資料収集 編集 発表（専門 P、専門 C） 
○ 検定問題教材へ取組（専門Ｂ） 
○ 朝 HR 時の空き時間で英単語小テスト実施（普通 L） 
○ 辞書活⽤（普通 E、専門 G、専門Ｍ、専門 C） 

保健 
体育 

○ 映像を記録し動きを確認（専門 R、専門 O、専門 C、普通 C、普通 L、普通 H、専門 J） 
○ 教材の投影（専門 O） 
○ デジタルノートに教材を挿入し、記入（専門 R） 
○         持久⾛ ⽔泳     入⼒    化（専門 S） 
○ 授業の初めに自習アプリで前時のおさらい（普通 H） 

芸術 
（⾳楽・美術 

・ 書道） 

○ 【美術】作業工程の説明（普通 M、普通 C） 
○ 【美術】動画編集ソフトでコマ撮りアニメーション作成（専門 P） 
○ 【美術】学習⽤ PC 上で配色を考える（普通 C） 
○ 【美術】対象の写真を撮り描画（普通 L） 
○ 【書道】筆の動きを動画で提示（普通 K） 
○ 【⾳楽】合唱のパート練習で活⽤（専門 S） 

家庭 

○ デジタルノートを使⽤した活動のグループ共有、個人活動の記録（普通 E） 
○ 生徒⽤の教科書デジタルコンテンツのワークシートを活⽤（普通 L） 
○ 教育センターの教材を使った授業を実施（専門 E） 
○ 教材の投影、配布（専門 O、普通 J、普通 L、専門 T、専門 R、専門 S） 
○ PPT を使った作業手順の提示（専門 S） 
○ 作品 撮影（被服作品 調理実習）（専門 H、専門 O、普通 A） 
○ 発表のためのプレゼン作成（専門 C、専門 S） 
○ 課題レポートの作成（普通 J） 
○ 課題、検定の筆記対策として自習アプリ活⽤（専門 Q） 
○ 検定問題、確認テスト等の自習アプリ（専門 N、専門 E） 
○ 郷⼟料理     調 学習（専門 E） 

情報 

○ Office の基本操作の習得（普通 K） 
○ ワープロソフトでチラシ作成（普通 C） 
○ ⽤語の三択問題（専門 E） 
○        授業        動画 使 処理 流  体験（専門 E） 
○ タッチタイピング練習（専門 C、普通 L） 
○ 学習⽤パソコンでの実技の定期考査実施（専門 E） 

農業 
○ スイカの生育を継続的に観察するためカメラ撮影（専門 G） 
○    機能 利⽤  植物体 構造観察 発表（専門 G、専門 O） 
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農業 
○ 表計算ソフト 使  家畜 飼料管理（専門Ｍ） 
○ PPT で実験レポートのまとめ（専門Ｍ） 
○ 調べ学習（専門 O） 

工業 

○ 実習結果のまとめ、発表、プレゼン（専門 D） 
○ 工業模試に自習アプリを活⽤、先生が回数をチェック（専門 D） 
○        ⾔語 利⽤  簡単    作成（専門 P） 
○ コンピュータ⾔語の⾔語教育（アセンブラ⾔語、C ⾔語等）時に使⽤（専門 J） 
○ 製図に使⽤（専門 J） 
○ 回路等 図表提示 活⽤（専門 T） 
○ 回路等 模範解答 配布（専門 K） 
○ 検定試験⽤自主教材の活⽤（専門 T） 

商業 

○ 授業 復習    ⽤     勉強（専門 Q） 
○ ワープロソフトや PPT でのレポート提出（専門 Q） 
○ 写真やイラストデータを配布しポスターやチラシの作成（専門 I） 
○ 課題研究のプレゼン作成（専門 Q） 
○ ワークショップ時の記録及びレポート作成（専門 H） 
○ 情報処理 実技課題（専門 Q） 
○ 自校作成ソフトなどを使⽤した実技（専門 O） 
○ ホームページ閲覧に活⽤（専門 E） 
○ タイプソフトを⽤いてタイピング練習（普通 H、専門 Q） 
○ プログラミング学習（専門 Q） 

福祉 ○ 介護実習の動画撮影、確認（専門 O、専門 A） 

科目 
共通 

○ デジタル教材の提示 
○ プリントのデータ配信、解答の配信 
○ アンケート機能の活⽤ 
○ 学習⽤パソコン画⾯ 答 等 電⼦⿊板 投影 
○ 電⼦⿊板 写  画像   学習⽤ PC 投影 
○ 自習     理解度 確認（小   ） 
○ 朝自習時間  利⽤ 
○ PPT を⽤いたプレゼン制作、実施 
○ PPT を⽤いて学習内容のまとめ 
○ ワープロソフト、表計算ソフト等を⽤いたレポート制作 
○ 動画編集ソフトを活⽤した動画作成 
○ インターネットを活⽤した調べ学習 
○ デジタルノート上での PDF プリントへ書き込み 
○ 辞書の活⽤ 
○ SEI-Net のメッセージ機能を使った連絡 
○ 生徒版⽇報を配信し朝 HR の時間短縮 

(6) 学習⽤パソコンを活⽤しない（できない）理由                            

  教科によって学習用パソコンを活用しない（できない）理由に違いがある。 

  国語や社会 … 「起動時間等の物理的な問題」 

  数学    … 「教科に合わない」 

  理科や英語 … 「生徒指導の問題（学習用パソコンを持ってこない、充電切れ等）」 

  「その他」の主な理由 

・ 「授業時間数にゆとりがない」（社会、数学、英語） 

・ 「スキル不足」（ 国語、理科、英語） 
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POINT  学習用パソコンを使っていないと感じている教科主任等の割合が高い教科（国語や社会）

では、「起動時間等の物理的な問題」、「教科に合わない」を理由に挙げている者が多い。 

(8) まとめ                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 学習⽤パソコンの利活⽤に関する教科主任への聞取り結果 まとめ＞ 

● 学習⽤パソコンを使っていると感じている教科主任等は５割程度である。 

● 教科ごとでは、英語で７割を超える教科主任等が使っていると感じている⼀⽅で、社会科は 3 割と、教
科間での利活⽤に差が生じている。 

● 総じて、教科主任等は、学習⽤パソコンを 3 割程度の授業で使っていると感じている。 

● 教務主任等へのアンケート及び教科主任へのアンケートの双⽅において、4 割程度の授業で使っていれ
ば、教員が授業で学習⽤パソコンを使っていると感じている。 

● 普通科と専門学科では、これまで普通科における利活⽤が⽐較的少ないというイメージもあったが、普通
教科での学習⽤パソコンの利活⽤の⽐較では、普通科と専門学科の間に違いはない。このことは、専門
学科においては、実習や作業での利活⽤が顕著であることから、その分専門学科の⽅がより利活⽤されて
いるように⾒えるものと推測される。 

● 「よく使っている」「まあまあ使っている」と感じている教科主任等の授業での使⽤割合は 4.8 割と、教務
主任への聞取り（3.8 割）よりも高くなった⼀⽅で、「あまり使っていない」「ほとんど使っていない」と感じて
いる教科主任等は 1.3 割と、教務主任への聞取り（2.1 割）よりも低くなっており、使っている教員と使っ
ていない教員の授業での使⽤割合の差がより明らかになった。 

● 今年度の指導主事による担当高校への⽉ 1 回の訪問支援の際の授業参観では、 
・ 学習⽤パソコンを授業の最初から最後まで通して使⽤するのではなく、教員が効果的だと思う場⾯を選

んで使⽤している（机の狭さもあり、使⽤時以外は片づけている） 
・ また、授業時間内での利活⽤以外にも、授業に連動した資料や課題の配布、回収に利活⽤されてい

る（その際、生徒はパソコンを開かない場合もある） 
等の使⽤例が⾒受けられた。 

● 学習⽤パソコンの効果的だと感じる使い⽅は、「資料等の視聴」、「ワークシート」、「インターネット調べ学
習」等が多い。また、学習⽤パソコンの効果的だと感じる使い⽅は、教科の特性によって異なるが、下記の
ような特徴的な意⾒がある。 
・ 反復練習が容易なため、基礎⼒の定着に効果があった 
・ リアルにイメージできることで、生徒の関心・意欲を高めることができた 
・ 表現活動の幅に広がりができ、個性をより表現することができた 

● 学習⽤パソコンを使っていない理由について、使っていないと感じている教科主任等の割合が高い教科
（国語や社会）では、「起動時間等の物理的な問題」が多いのに対し、使っていると感じている教科主
任等が多い教科（理科や英語）ではこの理由は少数であることから、利活⽤できていない教科では、教
員の情報機器に対する基本的知識やスキルが⼗分でないとも考えられる。 
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学習⽤パソコンの利活⽤（学校外）に関するアンケート結果 
 

自宅等の学校外における学習用パソコンの利活用状況を把握するため、県立高校の全生徒に対し

てアンケート調査を実施した。 

 

(1) アンケート調査の概要                                           

① アンケート名 ： 「学習用パソコンの利活用に関するアンケート」 

② 内   容 ： 過去１年間の学校外で（自宅や図書館、塾など）での学習と学習用パソコン 

の使用について質問 

③ 対 象 者 ： 県立高校の生徒（18,045 人） 

④ 実施時期 ： 平成 29 年 2 月 

⑤ 実施⽅法 ： 1 年生及び 2年生 …  アンケートシステムにより実施 

        3 年生      …  調査票により実施 

 

(2) 【問 1】 学校外での学習状況                                      

  県立高校全体の 54.6％の生徒が、週１回以上、学校外で学習している。 

  県立高校全体の 26.6％の生徒が、月数回～年数回学校外で学習している。 

  県立高校全体の 18.7％の生徒は、学校外で学習していない。 

 

POINT 県立高校全生徒へのアンケートから、週 1回以上学習している生徒は 5割程度である。 

 

(3) 【問 2】 学校外での学習時間                                     

  学校外で学習している生徒の 22.5%が、2時間以上学習している。 

  学校外で学習している生徒の 64.0％が、30分～2時間程度学習している。 

  学校外で学習している生徒の 11.8％は、30分未満の学習時間である。 

 

(4) 【問 3】 学校外での学習⽤パソコンの利⽤状況                             

  学校外で学習している生徒の 26.0％が、週１回以上、学習用パソコンを利用している。 

  学校外で学習している生徒の 51.1％が、月数回、年数回学習用パソコンを利用している。 

  学校外で学習している生徒の 22.8％は、学習用パソコンを利用していない。 

 

POINT 学校外で学習すると回答した約 8割の生徒が、学校外の学習時に学習用パソコンを活用し

ており、週 1回以上活用すると回答した生徒は、3割程度である。 
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(5)  問 4  学校外  学習⽤     利⽤時間                                 

  学校外で学習している生徒の 4.4%が、2時間以上学習用パソコンを利用している。 

  学校外で学習している生徒の 56.8％が、30分～2時間学習用パソコンを利用している。 

  学校外で学習している生徒の 36.8％は、30分未満の利用である。 

 

(6)  問 5  学校外  学習⽤     主 利⽤目的                         

  学校外で学習している生徒の 52.6％が、「学校からの課題」に学習用パソコンを利用して

いる。 

  学校外で学習している生徒の 28.5％が、「自主的な学習」に学習用パソコンを利用してお

り、高学年ほど、そのような利用が多い。 

  学校外で学習している生徒の 14.9％が、「学校からの連絡を見るため」に学習用パソコン

を利用しており、低学年ほど、そのような利用が多い。 

  学習用パソコンを、「学習以外のこと」に利用している生徒は 4.0％である。 

 

 

POINT 家庭での学習用パソコンの利活用は、学習用パソコンを用いた課題の有無に左右されてい

る。生徒に家庭学習に取り組ませるための学習用パソコンを用いた課題の出し方の工夫など、

教員の効果的な活用スキルの高まりがみられる。 

 

 

  学習⽤       家庭学習 具体例     （利⽤ 多   A 高校  聞取 ） 

教科 具体例      

数学 

○ 数研出版     教材   例題 横 
問題集                 ⽇々
 課題   利⽤      

○ 教科書 例題 練習問題       復習⽤
 ⽇々 課題   利⽤            多
  問題 取 組        1年生  3年生
  学習習慣    毎⽇取 組       

○ 問題集     解説動画 作成  配信
      

 

○ 問題集     解説動画 配信      生
徒 都合   時間 解説 聞         
    生徒 必要 時 個別指導     場
合      教師 都合 良 時 録画  生
徒 都合   時 解説 聞           
    

理科 
○ 授業     内容     自宅 復習 

    資料 解説     配信      
○      配信     生徒 紛失     
○ 生徒 都合   時間 復習         

平成29年度第1回（第14回）佐賀県ICT利活⽤教育の推進に関する事業改善検討委員会

Copyright 2017 Saga Prefecture.All Rights Reserved.
- 13 -



○ 自宅で取り組んだ課題について、写真を撮ら
せてデータで提出させている。 

○ 教師にとって、生徒のノートを回収する手間がか
からず、⼀連の画像データにしたうえで手軽に確認
や評価ができるので、省⼒化につながる。生徒にと
っては、取り組んだ課題そのものを提出しなくてよい
ので、ノートが手元に残り、続きの学習等がしやす
い。 

○ 次時の実験についてのプリントを、予め配信し
ておく。 

○ 実験にスムーズに入ることができ、時間短縮につ
ながる。 

 

(7) 【問 6】 生徒の満⾜度                                          

  「よかった」「どちらかといえばよかった」と回答した生徒の割合を合計すると 84.1％と

なり、ICT 利活用教育の推進に係る調査「満足度調査」の平成 28 年度実績、81.8％と同傾

向を示している。 

  「どちらかといえばよくなかった」「よくなかった」と回答した生徒の割合を合計すると

15.9％となる。 

  学年間では、「よかった」と答える生徒の割合は、３年生(20.6％)と１年生(31.5％)を比

較すると、１年生が 10.9 ポイント多いこと。また、「よくなかった」、「どちらかといえばよ

くなかった」と回答した生徒も、１年生では、それぞれ半分程度であることから、低学年ほ

ど満足度が高い傾向にある。 

 

POINT 「よかった」「どちらかといえばよかった」と回答した生徒の割合が 84.1％であり、低学

年ほど満足度が高い傾向にある。 

 

 

 (8) 【問 7】 生徒の満⾜度 （⾃由記述）                                 

  約 80％の生徒は、理由の記載がなかった。 

  その中で、「よかった」「どちらかといえば、よかった」と回答した生徒約 84％について、

回答の理由を分類すると次のような意見がある。 

・ 分かり易かった、勉強ができた 

・ 情報検索ができた 

・ 辞書アプリ等で調べられた 

  また、「どちらかといえば、よくなかった」「よくなかった」と回答した生徒約 16％につい

て、回答の理由を分類すると次のような意見がある。 

・ 使いにくい、重い、起動が遅い 

・ 家のパソコン、スマホ、電子辞書がある 

・ ネットがないと使えない、セキュリティが高過ぎる 
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POINT よくなかったと答えた生徒の大半が、「使いにくい、重い、起動が遅い」、「セキュリ

ティが高すぎる」といった機器の環境に関する意見を挙げていることから、引き続き

機器や運用方法を工夫する等の改善を図っていく必要がある。 

 

(9) 【問 8】 学校外であまり利⽤しなかった理由（複数回答）                          

  「Wi-Fi 環境がない」を選択した生徒は、9.9％である。 

  「他のパソコンを使う」「スマートフォンを使う」を選択した生徒は、32.7％である。 

  「学校の課題は紙が多い」「学校外では紙の資料が多い」を選択した生徒は、27.0％である。 

  「家では使わない」「使う必要がない」を選択した生徒は、28.0％である。 

 

(10) 【問 9】 学習⽤パソコンに関する生徒の意⾒（⾃由記述）                    

  約 36％の生徒は、利活用に関する意見を回答した。回答には次のような意見がある。 

・ 便利、よかった 

・ 情報検索ができた 

・ 分かり易かった、勉強できた 

 

POINT 生徒は、学習用パソコンを肯定的に受け入れている。 

 

  約 29％の生徒は、学習用パソコンの性能やネットワーク環境等に関する不満の意見を回答

した。回答には次のような意見がある。 

・使いにくい、重い、起動が遅い 

・家 PC、スマホ、電子辞書がある 

・ネットがないと使えない、セキュリティが高過ぎる 

 

POINT 機器や運用方法を工夫する等の改善を図っていく必要がある。 

 

 

(11) 【問 10】 ⾃宅にある⾃由に利⽤できるパソコン（学習⽤パソコン以外）                 

  生徒の 66.9%は「ある」と回答。 

  生徒の 32.2%は「ない」と回答。 
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(12) 【問1】 学習状況【問3】 学習⽤パソコンの利⽤状況【問5】 学習⽤パソコンの利⽤目的との関係 

学校外での学習状況、学習用パソコンの利用状況及び学習用パソコンの利用目的について、普

通高校（16 校）の回答を基に分析した。 

＜分析概要＞ 
① 学校外での学習⽤パソコンの利⽤状況 
  いくつかの例外はあるものの、学校外で学習する生徒が多い学校ほど、週１回以上、学習

用パソコンを利用している生徒が多い傾向にある。 

  いくつかの例外はあるものの、学校外で学習をしない生徒が多い学校ほど、学習用パソコ

ンを利用しない生徒が多い傾向にある。 

 
② 学校外での学習⽤パソコンの利⽤目的 
  いくつかの例外はあるものの、学校外で学習する生徒が多い学校ほど、若干ではあるが、

学習用パソコンの「その他」の利用目的が少ない傾向にある。 

  いくつかの例外はあるものの、学校外で学習する生徒が多い学校ほど、「学校からの課題」

に学習用パソコンを利用する生徒が多い傾向にある。 

 

 

POINT いくつかの例外はあるものの、学校外で学習する生徒が多い学校ほど、「学校からの課題」

に学習用パソコンを利用する生徒が多い傾向にある。 
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 (13) まとめ                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜ 学習⽤パソコンの利活⽤（学校外での活⽤）に関するアンケート分析 まとめ＞ 

● 学習⽤パソコンの導入４年目となり、各学校においては様々な場⾯で学校の特性に応じた
活⽤がなされており、学校外で学習している生徒の 8 割程度が学校外での学習に学習⽤パソ
コンを利⽤しているが、週 1 回以上活⽤すると回答した生徒は、3 割程度である。 

● 生徒の満⾜度は 84.1％と高い状況にあり、低学年ほど満⾜度が高い傾向にある。また、学
校外での使⽤が多い生徒が満⾜度も高くなっている。 

● 満⾜している理由を⾒ると、学校内外の活⽤において「分かり易かった、勉強ができた」「インタ
ーネット等で情報検索ができた」「辞書アプリ等で調べられた」を挙げる生徒が多い。 

● 生徒に家庭学習に取り組ませるための学習⽤パソコンを⽤いた課題の出し⽅の工夫など、教
員の効果的な活⽤スキルの高まりがみられる。 

● 家庭での学習⽤パソコンの活⽤については、教師からの学習⽤パソコンを⽤いた課題の有無
により左右される。 

● いくつかの例外はあるものの、学校外で学習する生徒が多い学校ほど、「学校からの課題」に
学習⽤パソコンを利⽤する生徒が多い傾向にある。 
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 参考  「学習⽤パソコンの利活⽤に関するアンケート」調査票                    

 
 

 

 

高校名（        ） 学科名（       ） コース名（       ） 

（   ）年（   ）組（   ）号 

○これは、過去１年間のみなさんの学校外（自宅や図書館、塾など）での学習と学習用パソコンの

使用についてたずねるものです。 

○テストではありませんので、「正しい答え」や「間違った答え」はありません。 
○質問文をよく読んで、当てはまるものやあなたの考えを回答してください。 
 

質問１ 「学校外（自宅や図書館、塾など）での学習回数はどのくらいですか。」 
（ 一番近いと思うものを１つ選んで、その番号に○をつけてください ） 
１）ほぼ毎日（週 5日以上） 
２）週に 3回～4回くらい 
３）週に 1回～2回くらい 
４）月に 2回～3回くらい 
５）月に 1回くらい、又は、年に数回 
６）学校外では学習をしない → 質問９以降の質問に回答してください 

質問２ 
 

「質問１で回答をした、学校外（自宅や図書館、塾など）で学習した日の学習時間は
平均でどのくらいでしたか。」 
（ 一番近いと思うものを１つ選んで、その番号に○をつけてください ） 
１）2時間超 
２）1～2時間くらい 
３）30分～1時間くらい 
４）30分未満 

質問３ 
 

「質問１で回答をした、学校外（自宅や図書館、塾など）での学習に学習用パソコン
を使用した回数はどのくらいでしたか。」 
（ 一番近いと思うものを１つ選んで、その番号に○をつけてください ） 
１）ほぼ毎日（週 5日以上） 
２）週に 3回～4回くらい 
３）週に 1回～2回くらい 
４）月に 2回～3回くらい 
５）月に 1回くらい、又は、年に数回 
６）使用したことがない → 質問８以降の質問に回答してください 

質問４ 「質問３で回答をした、学校外（自宅や図書館、塾など）での学習に学習用パソコン
を使用した日の、学習用パソコンの使用時間は平均でどのくらいでしたか。」 
（ 一番近いと思うものを１つ選んで、その番号に○をつけてください ） 
１）2時間超 
２）1～2時間くらい 
３）30分～1時間くらい 
４）30分未満 

調査票 学習用パソコンの利活用に関するアンケート 
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質問５ 「質問３、質問４で回答をした、学校外（自宅や図書館、塾など）での学習に学習用
パソコンを使用した際、主にどのようなことに使用しましたか。」 
（ 当てはまると思うものは全て選んで、その番号に○をつけてください ） 
１）学校の課題に関すること 
  【使用例】 

家庭学習課題を行う、レポートをまとめる、先生から配布された解説ビデオを視聴する、学校のデジタル

教材を使って学習する、学校からの学習に関する配布物を見る など 

２）自主的な学習に関すること 
 【使用例】 

先生から配布された解説ビデオを視聴する、自分で契約したデジタル教材を使って学習する、分からない

ことを辞書アプリで調べる、インターネットで調べる、インターネットの学習動画を見る、カメラ機能を

使って写真や動画を撮影する など 

３）学校からの連絡、お知らせを見る 
４）その他 → 使用方法（どのように使っているか）を回答欄に記入 
 

質問６ 「これまで、学校外（自宅や図書館、塾など）で学習用パソコンを使用できたことを、
どう思いますか。」（ １つ選んで、その番号に○をつけてください ） 
１）よかった 
２）どちらかといえば、よかった 
３）どちらかといえば、よくなかった 
４）よくなかった 

質問７ 「質問６で回答した番号の具体的な理由があれば回答欄に記入してください。 
 

質問８ 【この質問は、質問３で４～６と回答した人だけ回答してください。】 
「質問３で、４～５と回答した人は、あまり使用しなかった理由を、６（使用したこ
とがない）と回答した人は、その理由を教えてください」 
（ 当てはまると思うものは全て選んで、その番号に○をつけてください ） 
１）Wi-Fi環境がないから 
２）他のパソコンを使うから 
３）スマートフォンを使うから 
４）学校外（自宅や図書館、塾など）では紙の資料を使って学習することが多いから
５）学校の課題は、紙の課題が多いから 
６）学校で使っているので、家では使わないから 
７）使う必要がないから 
８）その他 → 理由を回答欄に記入 

質問９ 【この質問はすべての人が回答してください。】 
【また、学校内（授業や部活動など授業以外の活動）の使用のことを記入しても構い
ません。】 
「学習用パソコンについて、良かったことや悪かったことのほか、感じたことなどを
回答欄に自由に記入してください。」 
 

質問 10 【この質問はすべての人が回答してください。】 
「学習用パソコン以外に、自宅で、ある程度自由に使えるパソコン（タブレット型パ
ソコンを含む）はありますか。」（ １つ選んで、その番号に○をつけてください ）
１）ある     ２）ない 
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有識者による 
学習⽤パソコンの利活⽤（学校外）アンケート結果の分析 

 

学習用パソコンの学校外での利活用等について尋ねた「学習用パソコンの利活用に関するアンケ

ート」の結果の分析について、ICT や統計学に精通している有識者に依頼した。 

(1) 分析依頼者・依頼内容等                                         

 

① 職・氏名    尚美学園大学芸術情報学部 教授 小泉 力一 氏 

② 略  歴    都立総合技術教育センター勤務を経て、2005 年 4月より現職。専門は、情報教

育、教育工学。高等学校共通教科「情報科」学習指導要領改訂等にも参画。平

成 28 年には、高等学校共通教科「情報科」の教科書（東京書籍）2 冊を執筆。

他にも各種委員会の委員等を歴任。 

・ 文部科学省初等中等教育局参事官付 参与（平成 20 年度） 

・ 文部科学省生涯学習政策局参事官付 参与（平成 21～22 年度） 

・ 文部科学省生涯学習政策局情報教育課 学習情報官／生涯学習調査官（平

成 23～25 年度） 

・ 文部科学省「教育の情報化に関する手引き」作成検討会構成員（平成 21

年度） 

・ 文部科学省「学校教育の情報化に関する懇談会」情報活用能力ワーキング

グループ委員（平成 22～23 年度） 

・ 総務省「フューチャースクール推進協議会」委員（平成 23～24 年度） 

・ 文部科学省「学びのイノベーション推進協議会」委員（平成 23～25 年度） 

・ 総務省「先導的教育システム実証事業」構成委員（平成 26～28 年度） 

・ 文部科学省「先導的な教育体制構築事業推進協議会」座長代理（平成 26～

28 年度） 

・ 文部科学省「情報教育の推進等に関する調査研究（高等学校）委員会」委

員長（平成 26～28 年度） 

・ 文部科学省「中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会情報ワーキ

ンググループ」主査代理（平成 27～28 年度） 

・ 国立教育政策研究所「学習指導要領実施状況調査分析委員会」委員長（平

成 27～28 年度） 

・ 文部科学省「2020 年代向けた教育の情報化に関する懇談会 WG3」主査代理

（平成 28年度） 

③ 依頼内容    平成 29 年 2 月に実施した「学習用パソコンの利活用に関するアンケート」結果
データの分析を依頼 
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(2) 【問 3】 学習⽤パソコンの使⽤回数 と 【問 1】 学校外での学習回数 との関係        

『 学習⽤パソコンの使⽤回数が多い生徒ほど、学校外での学習回数が多いのではないか。 』 

【分析】 
単相関係数及びクラメール連関係数を求めると、全体、学年ともに、弱い相関が認められ

る。 

【コメント】 
２つの質問に対する回答の相関分析から、学校外での学習が多くない生徒は、学習用パソ

コンの使用回数も少ない傾向にあることがわかる。また、学校外でほぼ毎日学習する生徒は、

そうでない生徒と比べて、学習用パソコンを毎日使う傾向にある。 

 

 

(3) 【問 3】 学習⽤パソコンの使⽤回数 と 【問 4】 学習⽤パソコンの使⽤時間 との関係     

『 学習⽤パソコンの使⽤回数が多い生徒と、学習⽤パソコンの使⽤時間の⻑い生徒との関係はどうなって
いるのか。 』 

【分析】 
単相関係数を求めると、3 年生については相関が認められ、その他は、弱い相関が認めら

れる。 

クラメール連関係数を求めると、1 年生については弱い連関が認められ、その他は、連関

が認められる。 

【コメント】 
２つの質問に対する回答の相関分析から、学習用パソコンの学校外での使用回数と使用時

間の間には明らかに関係がある。「月に 1 回くらい、又は、年に数回」という生徒は、必然

的に使用時間も少ない傾向にあるが、「ほぼ毎日（週 5日以上）」という使用頻度の高い生徒

については、学校外での使用時間に様々なケースが見受けられる。 

 

 

(4) 【問 3】 学習⽤パソコンの使⽤回数 と 【問 6】 生徒の満⾜度 との関係              

『 学習⽤パソコンの使⽤回数が多い生徒ほど、満⾜度が高いのではないか。 』 

【分析】 
単相関係数及びクラメール連関係数を求めると、全体、学年ともに、弱い相関が認められ

る。 

【コメント】 
全体的には「よかった」と思う生徒が多い傾向にある。学校外での使用回数が多い生徒は、

「よかった」と「よくなかった」の差はあまりないが、学校外での使用回数が極端に少ない
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生徒は、「よかった」が「よくなかった」を大幅に上回る。 

このことは、学校外でよく使っている生徒は、学習用パソコンを単なる道具の一つとして

捉えており、学習用パソコンの存在を意識せず使っていることを意味していると推量される。

対して、学校外でほとんど使わない生徒は、使うこと（持っていること自体）に一般的な良

さを感じているものの、“活用”に至るまでに時間がかかっているのではないかと推測する。 

 

 

(5) 【問 3】 学習⽤パソコンの使⽤回数 と 【問 10】 ⾃宅のパソコンの有無」との関係         

『 学習⽤パソコンの使⽤回数が多い生徒と、自宅に学習⽤パソコン以外の自由に使えるパソコンが無い
生徒とは、相関関係はないのではないか。 』 

【分析】 
単相関係数及びクラメール連関係数を求めると、全体、学年ともに、相関が認められない。 

【コメント】 
自宅に自由に使用できるパソコンがあることと、学習用パソコンに必要性を感じているこ

との間に関係性はない。 

学習用パソコンは、学習目的のために使用されており、自宅にパソコンがある場合は、学

習以外で使われているものと推量される。 

このことから、自宅に学習用パソコン以外の、自由になるパソコンがある場合は、現状で

は、それぞれの目的に応じた使い方がなされていると推量される。 

 

(6) 【問 5】 学校外での活⽤内容 と 【問 3】 学習⽤パソコンの使⽤回数 との関係       

『 学習⽤パソコンの使⽤回数が多い生徒（学校、校種）は、学校外で学習⽤パソコンをどのような⽤途
に使っているのか。 』 

【分析】 
学習用パソコンの使用回数が「ほぼ毎日」「週に 3～4回くらい」と回答した生徒 100 名に

ついて、クラスター分析及び共起ネットワークを調べた。 

学習用パソコンの活用内容は「学校の課題」「自主的な学習」が多い。クラスター分析、

共起ネットワークでは、「インターネット」と「調べる」、「動画」と「見る」、「音楽」と「聞

く」が顕著。 

【コメント】 
学習用パソコンの活用内容は「学校の課題」が大半であり、家庭学習をさせるためには有

効な手段であるため、課題の出し方を工夫する必要があると推量される。 

インターネットを活用した動画の視聴や情報収集などは、個人用のパソコンを持った環境

ならではの使い方である。個人の学習用パソコンを持った生徒たちが、このような用途に有

効活用していることが推量される。 
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(7) 【問 5】 学校外での活⽤内容 と 【問 6】 生徒の満⾜度との関係               

『 満⾜度の高い生徒（学校、校種）は、学校外で学習⽤パソコンをどのような⽤途に使っているのか。 』 

【分析】 
学習用パソコンの満足度が、「よかった」「どちらかといえばよかった」と回答した生徒 403

名について、クラスター分析及び共起ネットワークを調べた。 

学習用パソコンの活用内容は「学校の課題」「自主的な学習」が多い。テキストマイニン

グによる、階層的クラスター分析、共起ネットワーク図などを利用すると、「インターネッ

ト」と「調べる」、「レポート」と「作成」、「テスト」と「勉強」、「動画」と「見る」、「時間

割」と「確認」という組み合わせの出現が顕著。 

【コメント】 
現状では、学習用パソコンの学校外での活用内容は「学校の課題」が大半であり、「自主

的な学習」はまだ少ない傾向にある。学習用パソコンの満足度の質問に対して「よくなかっ

た」と回答した生徒には、「学校の課題」だけでなく、「自主的な学習」が促進されるような

指導を行うとよい。 

 

 

(8) 全体的なコメント 

○ アンケート調査においては、その目的を明確にした上で、経年による変容や学校間の違

い、あるいは学年間の違い等を、仮説に基づいた検証方法を選択した上で実施する必要が

ある。 

○ 残念ながら、本アンケートでは、そのような方針に基づいた設計がなされていないため、

アンケートに回答した生徒個々の意志や状況を正確に把握することが難しいという印象を

持つ。 

○ このため、このアンケートによる結果（記述統計および相関分析等）をもって、学習用

パソコン導入による、生徒の常用把握や、経年での変化などを推し量ることは難しい。 

○ 概して、該当する生徒は限定的ではあるが、調べる活動やレポート作成など、学習用パ

ソコンの本来的な目的に即した利用が、無意識に行われている傾向があり、小中学校の利

用とは異なる、高校生ならではの状況と考えられる。 

○ 自らから所有するスマホ以外のデバイスとして、その機能を認めた上で積極的に利用し

ている生徒が少なくない。 
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(9) まとめ                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜ 有識者による学習⽤パソコンの利活⽤（学校外）アンケート分析結果 まとめ＞ 

● 学習⽤パソコンの活⽤は家庭学習をさせるために有効な手段であるため、「学校からの課題」に
学習⽤パソコンを利⽤させる等、指導⾯を工夫することが考えられる。 

● 学校外での学習⽤パソコンの利⽤について、現状では、「学校からの課題」での利⽤が⼤半で
あるが、今後、「自主的な学習」を促進されるよう、指導⾯の工夫を⾏うことが必要である。 

● 生徒の学習⽤パソコンの必要性の感じ⽅は、自宅に自由に使⽤できるパソコンの有無とは関
係性はない。 

● 調べる活動やレポート作成など、学習⽤パソコンの本来的な目的に即した利⽤が、無意識に
⾏われている傾向があり、小中学校の利⽤とは異なる高校生ならではの状況と考えられる。 

● 本アンケートの設計上の問題から、生徒個々の意志や状況を正確に把握することは困難であ
る。 
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 参考  ⼩泉教授による学習⽤パソコンの利活⽤に関するアンケート結果分析         
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佐賀県⽴学校情報セキュリティ内部監査実施要綱 
 

 （目的） 

第１条 この要綱は、佐賀県教育庁における情報セキュリティ内部監査（以下「監査」という。）

に関する基本事項を定め、各県立学校の情報セキュリティ対策が、「佐賀県情報セキュリティ

基本方針」及び「佐賀県情報セキュリティ対策基準」に則り正しく実施されているかどうかを
確認し、かつ情報セキュリティの維持・向上に資することを目的とする。 

 
（監査実施体制） 

第２条 監査におけるすべての権限は、教育ネットワーク管理者（教育総務課長）が有する。 

２ 監査班は、教育総務課情報システム・セキュリティ担当とする。教育ネットワーク管理者の

指示のもと、監査に関する業務の運営を行う。             
３  監査は、監査員によって実施する。 

 

（監査員の選出） 

第３条 監査員は、監査を客観的な視点で実施する者であることを考慮し、次に掲げる能力を必

要とする。 

(1) 教育ネットワーク管理者が指定する情報セキュリティに関する要綱類に記載される基本
的な内容を理解していること。 

(2) 監査技法に関する知識を有していること。 

２ 教育ネットワーク管理者は、次の各号いずれかの条件を満たした者を、監査員の資格保有者と

して認定し、「資格認定簿」に記載する。 

(1) 監査班が企画・実施する外部講師による監査員教育・研修の修了者 

(2) 前号と同等の外部で行われる教育・研修を受講した者 
(3) 監査を 2回以上実施した監査員が、講師として実施する監査員養成研修の修了者     

(4) ISO27001 審査員補又は情報セキュリティ監査人補等の監査の資格を有する者 

３ 教育ネットワーク管理者は、「資格認定簿」に記載されている者の中から、監査員を選出する。 

 

（監査の権限） 

第４条 監査員は、監査の実施にあたって監査対象校に対し、資料の提出、事実などの説明、そ
の他監査員が必要とする事項の開示を求めることができる。 

２ 監査対象校は、前項の求めに対して、正当な理由なくこれを拒否することはできない。 

３ 監査員は、監査対象校に対して、改善の要求を行い、その実施状況の報告を求めることがで

きる。              
 

（監査の基準） 
第５条 監査は「佐賀県立学校ＩＣＴ運用ルール」、「佐賀県立学校情報セキュリティ要覧」及び

「佐賀県立学校ＩＣＴ運用手引」（以下、「ルール集等」という。）に基づき、監査対象校におい

て情報セキュリティ対策が適切かつ確実に実施されているかどうかを検証するため、実施する。 

（監査の種類） 
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第６条 監査には、次表に掲げる監査を設定する。 

 

（監査結果の種別） 
第７条 監査で使用する監査結果の種別は次表のとおりとする。 

種 別 定  義 

指摘・指導事

項 

ルール集等に照らし合わせ、監査員が問題がある、又は指導が必要である

と判断したもの 

特記事項 
指摘・指導事項には当たらないが、監査員が懸念される事項であると判断

したもの。 

指摘・指導事項のみ、監査報告書に記載する。 

 
（監査の実施方法） 

第８条 教育ネットワーク管理者は、監査実施予定日の 14日前までに監査対象校へ通知するもの
とする。 
２ 監査員は、ルール集等の遵守状況について把握するため、監査対象校の職員にセルフチェック表

を記入させ、所属で取りまとめ報告させる。 

３ 監査員は、監査時の質問事項等を明確にするため、監査対象校に応じたチェックリストを作成し、

当該チェックリストに基づき監査を実施する。 

４ 監査員は、監査の実施に当たり、常に公正かつ客観的に監査判断を行わなければならない。 
５ 監査員は、監査の質疑等が終了後、監査対象校に対して監査結果の概要を口頭にて説明する。 

 

（監査記録の作成・報告） 

第９条 監査班は、監査員の報告を受け監査記録を作成し、教育ネットワーク管理者へ報告する。 

 

  （改善の要求） 
第 10条 教育ネットワーク管理者は、監査対象校に対して、監査記録を提示し、指摘・指導事項
等に対する改善を要求する。監査対象校の長は、指摘・指導事項等に対して、どのような対応

を行うか計画するとともに指摘・指導事項等に対する措置年月日及び措置内容について監査記

録に明記し、速やかに監査班に提出しなければならない。  

 

（監査結果の報告・公表） 
第11条 監査班は、前条により監査対象校の長が提出した監査記録を、監査報告書に取りまとめ、

項目 内  容 

定期監査 
年に１度、定期的に実施する監査であり、教育ネットワーク管理者の指

示のもと実施する。 

臨時監査 

定期監査以外に、臨時の監査を実施するものであり、以下の場合に実施
できる。 

・ 監査の基準となる要綱の改訂、組織の変更、業務内容の変更等重大な

変更があった場合 

・ 監査対象校の改善状況を確認する必要性が生じた場合 

・ 教育ネットワーク管理者が必要と判断した場合 
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教育ネットワーク管理者に報告する。 

２ 教育ネットワーク管理者は、前項の監査報告書の内容を確認し、適当と認めたときは、承認
するものとする。         

３ 教育ネットワーク管理者は、監査結果について、教育長に報告する。 

４ 監査結果については、監査報告書に基づき、ホームページで公表する。 

 

（記録、様式の管理） 

第 12条 監査班は、監査に係る記録を管理する。 
 

附 則  
 この要綱は、平成 29年 7月 1 日から施行する。 
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